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これは世につたえておきたい 
　　　　　かたっておきたい 
わが胸の底から真実のおもい 
人生幾山河のめぐりあい 
あの日の風やひかり　そして空のひとひら 
哀歓のかがり火に生きた幾年月の路 
「自分史図書館」は　その証言館です。 

○ 絵本　山頭火 
画　平 井 光 典 
文　志 村 有 弘 

 
　だまって今日の草鞋穿く 
 
　亡き平井光典先生は、筑後市にお
住いのお医者さんであったが、画家、
作家、俳人と多彩なお顔の先生であ
った。山頭火の句に添えられた絵は
ほのぼのとして味わい深い。 
　志村有弘氏の解説にも妙味が漂っ
ていて、絵と句が賞味される。 
　踏みわける萩よすすきよ　山頭火 

○ そうだったのか！アメリカ 
池  上　彰（ホーム社刊） 

　池上彰氏はNHK「週刊こどもニュ
ース」で顔なじみの報道記者であっ
た。去る３月退職。11月の一燈大学
に講師で迎えたとき、この一冊を頂
戴した。講演は「ニュースを読む」 
　興味深く聞いたのは、国によって
異なる世界地図。わが国が世界の中
心。イギリス、アメリカ、みんな自
分の国がまんなかに位置する。宇宙
から見た世界地図だけが国境がなく、
緑と砂漠の色わけ。小、中学校の先
生たちに聴いていただきたい講演で
あった。この本では、アメリカの素
顔が見えてくる。 

私の稀覯本ノート　その16 
椎窓　猛 

 
 
○ 昭和幻燈館 － 久世光彦 
　昭和という何とも面妖な時代も、
いつも二つの貌を持ちながら、ある
時は機嫌よく表の顔で笑ってみせ、
あくる日には私たちを揶揄するよう
に裏の貌で拗ねてみせ～南へ行けと
言われたり、北へ帰れと言われたり、
そんな時代に引っぱり廻され～〈世紀
末〉というよりは〈昭和末〉の日々の
中で、いま、そう思う～と書いた久世
さんも、去る３月２日、虚血性心不全
のため、70歳で死去。この「昭和幻
燈館」は久世さんの昭和追悼録と呼ん
でもいいような内容。水沼丹の小説
「村のエトランジェ」に、あの年のあ
の夏、８月15日の真青な夏を追憶した
章など、昭和に生きた者の忘れられ
ない青空である。 
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富田英壽先生の寄贈本 
 
　種痘による天然痘予防法に尽力の
緒方春朔が筑前秋月から出た医師で
あることがどれほど世に知られてい
るか。甘木のお医者、富田英壽先生
の「種痘の祖緒方春朔（西日本新聞
社刊）、「緒方春朔顕彰の歩み」（春
朔会30周年記念誌によって、あの広
く知られるジェンナーより早く種痘
をしたとは、寛政５年（１７９３）
に「種痘必順辨」を著している。この
春朔顕彰の発起人が富田先生である。 
　富田先生は耳鼻咽喉科の医院長で
あるが、著述家としてもすばらしい
エッセー集を刊行されている。「梅は
寒苦を経て清香を発す」「その時ど
きに心を込めて」など、心快く読み
とられて感銘深い。好著ご寄贈に感
謝申しあげます。 
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句集老松 
楢橋渡伝 
ある医学徒の戦後 
江頭幸氏追悼誌 
あやとりの詩 
詩集越境する霧 
祇園太鼓 
初老達の台湾旅行 
詩と真実　650号特集 
歌集銀のライター 

○ ぼたん雲 
能間　哲子 

　著者能間哲子先生は長崎
出身だが、平成17年福岡県
の小学校長退職。36年間の
教師体験から滲みでたよう
な～いじめられっ子トコち
ゃんが靴をかくされ、はだ
しで野原に足をなげだして
いるとき、空から亡くなっ
たはずのおばあちゃんがな
ぐさめに訪れてくる幻想の
童話。先生は、あとがきに
「大いなるものの存在に対
し畏敬の念がうすれていく
昨今、それを導くのが大人
の役わりではないか」と訴
えられている。読み終って
清らかな水で心が洗われる
ような感情に包まれる童話
である。 

○ タラフ・トンテン 
　田舎のタクシーおもしろ話 

田中　有二 
　著者プロフィールに１９
７６年よりタクシーに乗務
とあるのみだが、ざっと30
年余のこの道の運転士。車
での見聞録である。 
 「長男の嫁」という話で
は、お寺詣りに行く四人の
婆さんたち。車が走りだす
といっしょにそれぞれ嫁の
悪口。口を揃えて、次男三
男の嫁がやさしく出来がよ
いと言う。盆、正月、手み
やげ持参で、肩をもんでく
れたり、二、三日のこと。 
　婆さんたちも姑からこの
家を取っているくせに～と
世情浮世の話が満載の本。 

○ 着信人払い地球郵便局 
田部　光子 

　田部さんは前衛画壇「九
州派」の特異な画家で知ら
れる画家。 
　あとがきによれば「当時
のフクニチ新聞の文化部長
であった深野治さんのすす
めでコラムを書くようにな
ったら、面白くてたまらな
くなった。それがたまって
一冊の本が出来あがった」
とのこと。「九州派」の画
家時代、妊娠五ヵ月で東京
展、腹帯の上に「九州派」
の大金を巻いて上京、無事
会計係としての責任を果し
たといった話からしても気
丈な女流画家の人柄が察知
される痛快なコラムが豊富。 

○ 黐の木（もちのき） 
　福島高校創立95周年記念誌  
　同窓会長小川勲氏の発刊
の言葉によれば、「明治45
年（八女高女時代）から平
成16年の卒業生まで、アル
バムを主体に編集発刊した。」
と述べられている。さらに
は「95年前から今に至るま
でをふり返り、歴史に思い
をはせ、服装、容姿、表情
そして時として映されてい
る周囲の風景から、そのと
きの生活のありようについ
てイメージし、懐しみ、い
とおしんでいただけたら」
と述べられているが、一つ
の学校史からも明治、大正、
昭和、平成と時代の幾山河
の投影がうかがわれて貴重
である。 

受贈図書紹介 蔵書目録 ができました 
￥１６０ 送料込（郵便切手可） 15

順次紹介していますが受贈日より多少遅れます。 
あしからずご了承下さい。 
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入館無料 

開館／ 
　午前９時～午後５時30分 

休館／ 
　日曜、土曜日、祝祭日、年末・年始、 
　その他休館することがあります。 
　予めご確認下さい。 

貸し出しはしておりません。 

インターネットでもご覧になれます。 http://www.jibunshitosyokan

〒833-0032  筑後市野町423－8  
TEL・FAX 0942－53－8122 
西鉄バス野町停留所より徒歩5分 
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北九州青年会議所 


